
 

    

  
 

  

  

  
 

 

 

 

  

 
 

  
 

  
   

  

    

  

 

 

  

◎文学講座「橘曙覧と福井藩歌壇 

―加藤家蔵新出資料の位置づけを中心に―」 

講師：久保田啓一 氏（広島大学大学院教授） 

  日時：5 月 17日（土）15時～16時 30分 

    会場：県立図書館多目的ホール *申込み不要 

◎ひとり芝居「曙覧のうたばなし」 

演者：佐々木雪雄 氏 

    日時：5月 18 日（日）14 時開演 

      会場：文書館研修室 *申込み不要 

*問合せ先：県立図書館（文学館開設準備グループ） 電話（0776）33-8860 

■5月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

        1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

  は休館日です 
  

 
文 書 館 ふ く い     

ＮＯ.４９ 福井県文書館   

〒918-8113 福井市下馬町 51-11  電話 0776-33-8890  URL http://www.library-archives.pref.fukui.jp/ 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

■ご利用案内■ 

開館時間 午前９時から午後５時まで 
 
■フレンドリーバスをご利用ください■ 

平成 2６年５月発行 
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▲新出の「わらや社中」歌集 

加藤竹雄家文書 A0052-01561～01565 

 

 

 

■新発見！橘曙覧
たちばなのあけみ

歌集■ 
このほど文書館に寄贈予定の資料の中に、独楽吟で知られる幕

末福井の歌人 橘曙覧（1812-68）の歌集 5点が発見されました。 

いずれも 40代前半に曙覧が刊行したもので、これまで生前に

編まれた歌集が存在したことは知られていませんでした。これら

の歌集によって「わらや」の名称で曙覧が社中
しゃちゅう

*を主宰していたこ

とも初めて確認できました。 
 
＊ここでの社中は曙覧を中心に歌を学ぶ仲間のこと。5 冊の歌集には、福井藩士や

商人・庄屋層などのべ約 110 名をこえる人びとが、府中・鯖江・勝山などからも

歌を寄せています。 

■講座案内■ 
◎フィアラ先生の世界をつなぐゼミナール◎ 

「『源氏物語』－「宇治十帖」を読む－」 

第 1 回「橋姫」と「椎本」 

日時：５月 17 日（土）13:30～15:00（仮） 

講師：カレル・フィアラ 

（文書館副館長・福井県立大学名誉教授）  

会場：文書館研修室 

定員：40名 *事前の申込みが必要です。 

「橋姫」と「椎本」の帖の原文を読み、文法と意味的背景を説明し、

これらの帖が『源氏物語』の中で占めている位置づけを示します。 
 

*電話・FAX・メールにてお申し込みください。 

定員に達し次第申込みを締め切ります。 

電話（0776）33-8890  FAX（0776）33-8891 

E-mail bunshokan@pref.fukui.lg.jp 

■ちょっと昔の 5月風景■  

橘曙覧歌集は、4月 25日（金）から 5月 21日（水）まで、文書館閲覧室にて展示しています。 

  
 ★関連講座案内－文学館開設プレイベント－★ 

 

▲共同炊事（農繁期） 昭和44年  63974 

文書館の研修室（定員 40 名）

を会議や打ち合わせなどに利用

できます。 

詳細は県立図書館まで。 



 

    

 

 

 

 

 

■今月の展示■ 

教科書に出てくるような古文書や文化財。そればかりが歴史資料ではありません。過去の人びとの生活

と現在の私たちの生活との間には、まだまだ共通点が残っていて、現在の生活の中にも資料を知るきっか

けがあります。 

文書館資料の中から、領収書やカレンダー、おえかき帳など、一見すると歴史資料とは思えないような

資料を紹介します。 


